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　９月２８日、道仏小学校の親子レクリエー
ションにおいて学童朝食欠食改善事業が行な
われました。
　町の食生活改善推進員が講師となり、朝食
の重要性や家族そろっての食事の大切さを伝
え、実際に調理実習を行ないました。
　欠食の状況を調査してみると「朝食を一週
間に３回以上とらない」という児童が２５人中
３人いることが分かりました。
　実習では子供でも簡単に作れる朝食を作っ
てみましたが、児童だけでなく参加した親も
朝食をとる習慣の大切さを再確認することが
できたようです。
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 小野寺信雄校長のあいさつ 

「ふるさとのありがたさを忘れず、太平洋の荒波に
負けないような、心身ともに強い子供に育っていっ
て欲しい。先輩方の輝きを大事にし共に力を磨き、
共に輝きましょう」

 中村規生校長のあいさつ 

「これからの国際社会の中で、夢と誇りをもってふ
るさとを語れる人になって欲しい。これからいろい
ろな経験をしていくと思うが、失敗を恐れずチャレ
ンジしていこう」

� ������������������������������������������

～道仏小学校4年生が親子で朝食の大切さを学ぶ～�
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　１０月７日赤保内小学校にて、第２８回階上町小学生
防犯弁論大会が開催されました。
　大会には各小学校の代表である８人の弁士が出場。
自分自身の体験を通じ、感じたり考えたりしたこと
を堂々と発表していました。
　大会の結果、真冬の大雪のために停電となったふ
としたきっかけから、それまであまり会話のなかっ
た祖母との会話が弾み、家族との会話の重要性を
知ったという出来事を発表した小舟渡小学校の地代
所美穂さんが第１位となりました。
　また大会では階上中学校の小枝真一君、八戸少年
地区防犯弁論大会で第２位となった道仏中学校坂本
光代さんによる模範弁論も発表されました。
　会場となった赤保内小学校の児童らは弁士による
それぞれの考えを耳にし、いろいろなことを考える
きっかけとなったことでしょう。

　町内小中学校の代表が国内外へ派遣された事業の
報告会がそれぞれ９月１７日、２７日にハートフルプラ
ザ・はしかみにて行なわれました。
　この事業は、①本町の自然や産業、文化を学ぶこと
②派遣地の自然や産業、文化を学ぶこと③集団行動
を通じて仲間とかかわり、仲間の大切さを学ぶこと
等を目的としています。８月に小学生は秋田県稲
川町へ、中学生はアメリカのシアトルへ派遣されま
した。
　中学生は派遣者全員で、スライドやビデオを利用
して英会話研修の苦労の様子やシアトルマリナーズ
の試合を観戦した様子などを、小学生は工芸体験や

　１０月９日、三戸郡身体障害者福祉研修会がハート
フルプラザ・はしかみにて行なわれました。
　これは郡内１０町村の身体障害者の方々を対象に、
一層の自立更生・福祉の向上に励み、相互の交流を図
ることを目的に毎年行なわれているものです。
　研修会では、来年４月から始まる支援費制度の説
明、「共に生きる」という命題での基調講演、そして
参加者自らによる踊りが披露され、皆さん楽しい一
日を過ごしていました。

稲庭小学校との交流会の様子など、自分で書いた作
文を発表しました。
　児童・生徒らはひと夏のこの経験を通じて１回りも
２回りも大きくなった姿を両親らに見せていました。
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～それぞれのテーマで　
　　　　　　 自分の考えを発表～
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学校名氏　名演　　題成 績

小舟渡地代所美穂宝物　見つけた第１位

階　上蔦林奈津美心の支え合い第２位

赤保内浜浦　雅大家族の絆第３位

石　鉢宮川　愛彩苦しさを乗りこえて努力賞

金山沢西山　彩香お母さんのためにできること〃

登　切大下　優加いつか　私も〃

道　仏工藤　真美勇気から得た自信〃

大　蛇新井田香織あいさつを伝統に〃
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会　　　場日　　　　　　　　　時地　　　区

新 田 集 会 所1 1月2 1日（木）　　 午後　 時3 0分～6
角 柄 折

鳥 屋 部

金 山 沢 福 祉 館1 1月2 2日（金）　　 午後　 時3 0分～6金 山 沢

ハートフルプラザ・
は し か み

1 1月 2 3日（土）　　 午後6時 3 0分～

赤 保 内

耳 ヶ 吠 西

耳 ヶ 吠 東

蒼 前 集 会 所1 1月 2 4日（日）　　 午後6時 3 0分～

石 鉢

蒼 前

野 場 中

田 代 福 祉 館1 1月 2 5日（月）　　 午後6時 3 0分～田 代

登 切 福 祉 館1 1月 2 6日（火）　　 午後6時 3 0分～
晴 山 沢

平 内

老 人 憩 の 家1 1月 2 7日（水）　　 午後6時 3 0分～

荒 谷

大 蛇

追 越

道 仏 公 民 館1 1月 2 8日（木）　　 午後6時 3 0分～

榊

駅 前

道 仏

潮 風 荘1 1月 2 9日（金）　　 午後6時 3 0分～小 舟 渡

日程及び会場（　会場）9

市町村合併� 考えてみよう�について�

地域将来構想住民説明会�
開催のお知らせ�

地域将来構想住民説明会�地域将来構想住民説明会�

　八戸地域の7市町村（八戸市、階上町、福地村、南郷村、名川町、南部町及び田子町）が合

併した場合のまちづくりの方針となる「地域将来構想」が完成しました。

　下記の日程で「地域将来構想」の説明会を開催しますので、各家庭に配付する概要版をご持

参の上、ご都合の良い会場にお越しください。

　市町村合併は、住民一人ひとりに関わる大きな問題であることから、仮に合併した場合の新

市の姿について皆さんに説明し、市町村合併に対するご意見を伺いたいと考えておりますの

で、一人でも多くの参加をお願いします。
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粗大ゴミ
燃 え な い
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

資 源 物 の 日
地 区 名 新聞紙・雑誌

古布・段ボール
空缶・空ビン
ペットボトル

11月21日
（木）

毎週
月曜日

毎週
火曜日

一部金曜日可
（蒼前西の一部）

毎月
第2・4
水曜日

毎週
月曜日

石鉢・蒼前・野場中・角柄折
金山沢・田代・晴山沢・平内
鳥屋部・赤保内・耳ヶ吠西

中央・西部
地 区

11月19日
（火）

毎週
水曜日

毎週
木曜日

毎月
第2・4
金曜日

毎週
水曜日

耳ヶ吠東・耳ヶ吠西の一部
荒谷・大蛇・追越・榊
駅前・道仏・小舟渡

東部地区

各地区のゴミの収集日

※燃えるゴミは、必ず   透明な袋   に入れて、
※燃えないゴミは、必ず  青いかご に入れて、※缶やビンは  オレンジのかご  に、
※新聞、雑誌は  ひもを十字にしばって 、※ペットボトルは   透明な袋   に入れて下さい。

【問い合わせ】　　町民課生活環境係　� 88－2119
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消費者が支払う料金 （家電小売店へ引き取りをお願いする）

備 考収集運搬
料 金

リサイクル
料 金品 目

家電リサイクル法
（特定家電用機器
再商品化法）によ
り、左 記 の4品 目
は、粗大ごみとして
ではなく、大切な資
源として扱われリ
サイクルされます。

各小売店
が設定

4,600円冷 蔵 庫

3,500円エ ア コ ン

2,700円テ レ ビ

2,400円洗 濯 機

 （消費税別）
��������
� � � � � �

�����

� � � � � �� � � � � �
� � � � �� � � � �

��������

� � � � � � �� � � � � � �
����������������

��������

� � � � � �� � � � � �
� � � � � �� � � � � �

��������

　12月10日は世界「人権デー」です。我が国では、「人権デー」を最終日とする一週間を「人権週間」と定
めています。
　町では、この人権週間にちなんで次のとおり「特設人権相談所」を開設しますので、毎日の生活の中で困っ
ていること（たとえば夫婦・親子等の家族関係や相続・遺言等の財産問題、土地や騒音等の近隣関係、子ども
のいじめ・体罰、差別行為等）などについて、町の人権擁護委員が相談に応じます。
　相談は無料で秘密は守られますので、この機会に是非ご利用ください。

と　　　き：12月5日（木）午前10時～午後3時
と　こ　ろ：蒼前集会所
相談担当者：町の人権擁護委員

伊　藤　一　男（鳥屋部）　　� 88－2667
鹿　原　チ　ヨ（蒼　前）　　� 88－3392
橋　場　敏　雄（　榊　）　　� 87－3922
野　沢　直　子（耳ヶ吠西）　　� 88－3133
北　城　　　忍（　榊　）　　� 87－3678��������	���
���������������
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【問い合わせ】青森県地方法務局八戸支局 �24－3346　　　町民課戸籍係 �88－2119 （内線171）

　法務省は、人権擁護委員に北城忍氏
（６４・榊）を１０月１日付けで委嘱しま
した。
　秘密を守り、町民の皆さんの人権に
関する悩みや苦情などに応じますの
で、お気軽にご相談ください。

　● 新人権擁護委員紹介　● 

　● 特設相談所開設　● 　● 町の人権擁護委員　● 

 （１0）
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（１２）
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ふ
る
さ
と�

26

橋
　
本
　
　
　
勇�

（
二
年
）

赤
保
内
小
学
校

鹿
原　

�け
い

   
 
亮 すけ（

二
年
）

階
上
小
学
校「がんばった大玉ころがし」 「ヘビのぬけがら大はっけん」 く

ん

佐
々
木　
　

誠
く
ん

　

階
上
町
史
に
よ
れ
ば
、

田
沢
氏
の
勤
務
期
間
を
一

六
・
一
・
一
〇
〜
一
八
・
九
・

六
と
し
、
次
い
で
吉
田
要

次
郎
氏
を
一
八
・
九
・
六
〜

二
〇
・
一
〇
・
七
と
し
て
い

る
。　
　
　
　

文  
責  
者

　

昭
和
十
九
年
五
月
の
頃
で
あ
っ

た
。
幸
い
に
ま
だ
私
に
は
召
集
令

状
が
来
な
か
っ
た
。

　

私
は
山
の
手
に
あ
る
小
学
校
の

身
体
検
査
の
た
め
階
上
村
で
差
し

向
け
た 
荷  
馬  
車 
に
乗
っ
て
、
ガ
ダ

に 

ば 

し
ゃ

ゴ
ド
、
ガ
ダ
ゴ
ド
と
揺
ら
れ
な
が

ら
道
仏
字 
榊 
の
坂
道
を 
上 
っ
て
い

さ
か
き 

の
ぼ

た
。
当
時
は
石
こ
ろ
道
で
荷
馬
車

が
階
上
村
の
唯
一
の
交
通
機
関
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
時
、
同
じ
荷
馬
車
に
乗
り

合
わ
せ
て
い
た
の
が 
耳  
ヶ  
吠 
駐
在

み
み 

が 

ほ
い

所
の
田
沢
清
造
巡
査
で
あ
っ
た
。

の
募
金
に
一
千
円
を
寄
付
す
る
と

言
っ
て 
宣  
伝 
し
た
い
の
で
す
。
そ

せ
ん 
で
ん

れ
で
、
先
生
の
名
前
が
必
要
な
ん

で
す
。
別
段
、
先
生
が
実
際
に
お

金
を
出
さ
な
く
て
も 
宜 
し
い
の
で

よ
ろ

す
が
ど
ん
な
も
ん
で
し
ょ
う
か
」

「
な
る
ほ
ど
良
い
考
え
で
す
。
お

国
の
為
に
な
る
の
な
ら
私
の
名
前

を
貸
し
て
あ
げ
て
も
い
い
で
す
。

一
千
円
と
い
う
と
私
に
と
っ
て
は

大
金
で
す
が 
都 
合

つ   

に
よ
っ
て
は
一

ご
う

千
円
を
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
賛
成

し
、
約
束
を
し
た
。

　

飛
行
機
一
機
は
幾
ら
す
る
か
は

分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
恐
ら
く
四

万
円
か
五
万
円
は
す
る
だ
ろ
う
。

　

果
た
し
て
、
こ
の
貧
乏
な
村

で
、
そ
れ
だ
け
の
募
金
が
集
ま
る

か
甚
だ
疑
問
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
飛
行
機
一
機
で
こ
の
戦

局
を
挽
回
で
き
る
と
思
わ
れ
な

い
。
し
か
し
、
何
と
し
て
も
勝
た

ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
誇
大
妄
想
的

な
信
念
は
日
本
全
体
に 
漲 
っ
て
い

み
な
ぎ

た
。（写

真
と
文
責　

正
部
家　

奨
）

き
た
。

「
ど
う
し
て
私
の
名
前

が
必
要
な
ん
で
す
か
」

と
尋
ね
る
と
、

「
ど
う
も
日
本
が
危
な

い
。
こ
の 
侭 
で
は
負
け

ま
ま

る
。
こ
の
際
、
階
上
村

か
ら
陸
軍
に
飛
行
機
を

一
機
献
納
さ
せ
た
い
。

つ
い
て
は
、
そ
の
募
金

に
先
生
の
名
前
が
必
要

な
ん
で
す
。
先
生
が
そ

◆鰯漁準備中の漁船。小舟渡漁港。

　

彼
は
少
々
酒
好
き
で
、
昨
夜
は

駅
前
で
飲
み
明
か
し
、
朝
帰
り
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

　

榊
の
坂
に
差
し
掛
っ
た
時
で

あ
っ
た
。
突
然
、

「
先
生
。
先
生
の
名
前
を
貸
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
話
し
か
け
て
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や
や
湿
っ
た
と
こ
ろ
に
生
え

る
多
年
草
、
高
さ
三
十
�
〜
五
十

�
ぐ
ら
い
。
メ
ン
ト
ー
ル
の
香

り
で
知
ら
れ
る
野
草
。
香
料
・
薬

用
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
。
茎
は

四
角
で
葉
は
長
楕
円
形
。
葉
や

茎
な
ど
全
体
に
柔
ら
か
い
毛
が

生
え
る
。
秋
、
葉
の
わ
き
か
ら
淡

い
紫
色
の
花
を
輪
生
さ
せ
る
。

多
く
の
古
い
書
物
に
も
、
薄
荷

（
ば
か
）・
目
草
（
め
ぐ
さ
）
な

ど
の
名
が
あ
る
と
い
う
。
目
が

疲
れ
た
と
き
、
葉
を
も
ん
で
こ
す

る
と
目
が
す
っ
き
り
す
る
こ
と

か
ら
、
め
ざ
ま
し
ぐ
さ（
目
覚
草
）

の
名
も
あ
る
。
確
認
す
る
と
き

は
、
葉
を
揉
ん
で
み
る
と
、
あ
の

さ
わ
や
か
な
香
り
が
す
る
。

さわやかな香りがある ▲▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
部
家　

奨
／
作 
・ 
佐
藤　

明
／
画

ハ
ッ
カ
（
し
そ
科
）

有　

谷　
　
　

升

＜162＞

九
戸
の
乱
と
道
仏
城
（
四
十
五
）

　

秋
田
、
出
羽
勢
の
前
進
、
蒲
生

軍
の
前
進
に
よ
っ
て
退
路
が
断
た

れ
る
事
を
お
そ
れ
た
櫛
引
河
内
清

長
は
諸
兵
を
ま
と
め
て
九
戸
城
に

向
か
っ
て
退
却
し
ま
し
た
。

　

出
羽
の
院
内
の
城
主
、
仁
賀
保

挙
誠
は
由
利
十
二
党
の
精
鋭
、
即

ち
、
赤
尾
津
左
衛
門
、
矢
島
五
郎
、

岩
谷
朝
繁
、
潟
保
治
郎
、
滝
沢
政

道
、
子
吉
兵
郎
、
鮎
川
正
重
、
石

沢
二
郎
、
芹
田
重
清
、
内
越
孫
四

郎
、
玉
前
式
部
、
下
村
彦
三
郎
の

い
ず
れ
も
由
利
地
方
の
館
主
を
引

率
し
て
伊
保
内
街
道
か
ら
浄
法
寺

街
道
に
転
出
し
、
横
手
城
主
、
小

野
寺
義
道
、
角
館
城
主
、
戸
沢
盛

安
、
本
荘
城
主
、
六
郷
政
乗
、
本

堂
忠
親
、
安
内
茂
満
、
桜
井
茂
次
、

秋
田
実
季
の
諸
軍
と 
五
日
市 
（
浄

い
つ
か
い
ち

法
寺
西
南
約
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
で
会
合
し
、
八
月
二
十
四
日

の
夕
刻
、
同
地
で
宿
営
し
て
前
面

の
敵
情
を
偵
察
し
つ
つ
、
蒲
生
軍

と
連
絡
を
と
っ
て
翌
日
の
二
十
五

日
早
朝
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

途
中
ほ
と
ん
ど
敵
の
抵
抗
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
夕
刻
に
は
九
戸

城
の
西
方
に
進
出
し
て
陣
地
の
割

り
当
て
を
待
ち
ま
し
た
。

　

九
戸
方
の
福
田
、
似
鳥
の
諸
隊

が
、
鹿
角
方
面
に
進
出
し
て
秋
田

の
諸
隊
を
遠
距
離
に
お
い
て
阻
止

し
よ
う
と
し
た
作
戦
は
よ
か
っ
た

の
で
す
が
、
時
機
こ
こ
に
至
っ

て
、
援
軍（
豊
臣
軍
）の
主
力
部
隊

が
沼
宮
内
付
近
に
到
着
し
、
既
に

退
路
を 
脅 
か
さ
れ
て
、
そ
れ
が 
日 

お
び
や 

ひ

 
一  
日 
を
加
え
ら
れ
る 
毎 
に
危
険
が

い
ち 
に
ち 

ご
と

 
迫 
る
こ
と
が
明
ら
か
で
し
た
。

せ
ま

　

櫛
引
清
長
が
浄
法
寺
か
ら
積
極

的
に
前
進
で
き
な
か
っ
た
の
も
こ
の

た
め
で
、 す
で
に
姉
帯
、  根  
反 
、 岩
波

ね 
そ
り

の
諸
城
が
陥
落
し
た
現
時
点
で
は

成
す
手
段
が
な
く
、 出
羽
の
諸
隊

が
な
ん
の
抵
抗
も
受
け
る
こ
と
な

く
鹿
角
街
道
に
進
出
で
き
た
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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